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２０２５年度（令和７年度）の事業報告書 

２０２５年４月１日から ２０２６年３月３１日まで 

 

認定特定非営利活動法人  

居場所サポートクラブロベ 
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（１）キッズサポート 

キッズサポート アフタースクール・ロベのミッション 

子どもが様々な体験を通じて成長し、選択肢と視野を広げられる場を提供する 

      

１ 事業の成果 

⑴ 学童クラブの開設・運営事業・子育て支援に関する相談・イベントなどの企画運営事業    

  

アフタースクール・ロべ（ネオ）は、子どもたちが「来たくなる」学童を目指し、日々

の運営に努めた。放課後の時間を安心して過ごせる居場所として、子供たち一人ひとりが

安心感と楽しさを感じられることを最優先にし、環境づくりに努めた。 

【安全・安心な環境づくり】 子どもたちが安全に楽しく過ごせるよう、施設の安全管理を

し、スタッフ一同が子どもたちの様子に目を配っている。また、衛生管理や緊急時対応の

訓練も実施し、安心できる環境を維持した。 

【多様な年齢層への対応】 多くの学童保育施設では 1 年生から 3 年生の利用が中心だが、

アフタースクール・ロべ（ネオ）は、4 年生から 6 年生までの児童も積極的に受け入れ、

多世代交流や学習支援を通じて、より充実した放課後の時間を提供。 

【今後の展望】 引き続き、子どもたちが安心して過ごせる場所づくりに努めるとともに、

保護者の皆さまの期待に応えるべく、学校や家庭だけでは十分に行き届かない子どもたち

へのサポートを、第三の居場所として提供していく。そのために、プログラムの充実や施

設の改善を進めていく。 

 

    

 

 

 

    

 

◎WISC検査の実施 

顧問公認心理士により、WISC 検査を実施した。子供達の得意、不得意のバランスを数値化すること

◎畑プロジェクト 

本年度より畑プロジェクトを開始。子ども

たちの自然とのふれあいを目的に、活動を展

開。本年度はゴマ、きゅうり、じゃがいも、

里芋の栽培を行う。 

【活動概要】  

畑の整備と管理子どもたちとともに、季節に

応じた作物の植え付けや収穫を行い、自然の

循環を学ぶ。 

 食育活動収穫した野菜を使った料理教室や、

食材の大切さについての学習を実施する予

定。 

  地域交流地域住民の方や農家の方々と協力

し、地域全体で子どもたちを見守る体制を築

いた。 

【成果と今後の展望】 本年度は、多くの子ど

もたちが自然と触れ合う機会を持ち、食育や

環境教育への関心が高まった。今後も、地域

住民の皆さまにご協力いただき、持続可能な

活動を推進する。 
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で適切な支援に向けた指針を得ることができた。また、職員だけでなく保護者に対しても検査結果の

フィードバックを実施いただくことにより、家庭内での困りごとのヒヤリング並びに子育てのヒント

を保護者へも提供することができ、家庭全体の支援にも繋がった。 

 

学童保育では、例年に倣い特別プログラムを実施。`` 

① 算数・国語塾プログラム ②書道プログラム ③英語プログラム ④心理学プログラム 

 

① 算数・国語塾タイムでは、無学年教材「のびのびじゃんぷ」を使用。「のびのびじゃんぷ」に

は学年表示がなく、ムリなくできるところから「毎回 100 点!」の自信を積み重ねながら、ス

テップアップする。学ぶ＝楽しいと感じてもらえる様に、子どもたちのサポートを行った。 

② 書道タイムでは、日本習字の先生のもと、硬筆と毛筆を習う。 お習字の効果は、ノートに書

く字もみるみる上達していき、学習面にも良い影響が得られた。級位・段位の取得が可能と

なり、自信にも繋がった 

③ 英語タイムでは、ジャズルス英語というプログラムを 2024 年度から導入。ジャズルズ英語と

は、「歌と音楽による記憶する力」を最大限活用して、英語力を楽しく身につけられる英語プ

ログラム。各ソングはアルファベット 26 文字に対応した 26 曲。それぞれ 1〜2 分と短く、歌

詞は教訓的なストーリーになっているだけでなく、中高で学習する単語や構文が含まれてい

る。 歌を通して英語を学ぶほか、プリントワークやジャズルズアプリを使用したタブレッ

ト学習にも取り組んだ。 

④ 心理学タイムでは、子どもたちの「自己肯定感」と「自己受容感」を、 育てるアプローチを

する。この２つの力は今の時代を生き抜くために絶対不可欠な力。人と比べることなく、自

分自身に自信をつけられる様にワークショップを定期的に実施。 

 

         
 

本年度の学童クラブでは、子どもたちが安心して楽しく過ごせる環境づくりを大切にしながら、

多様な経験を通して成長できるよう、さまざまな活動やイベントを企画・実施した。 

季節ごとの行事をはじめ、地域との交流活動、自然体験、創作活動、運動遊びなど、多彩なプロ

グラムを通じて、子どもたちは楽しみながら学び、仲間との関わりを深めることができた。また、

異年齢での関わりの中で、思いやりや協調性、自主性を育む姿も多く見られた。 

本年度は新たな取り組みとして「畑プロジェクト」を開始し、土づくりから苗植え、水やりな

ど子どもたちが主体となって活動を行った。自然に触れながら食への関心を深めるとともに、仲

間と協力して育てる喜びや達成感を感じる貴重な経験となった。 
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◎むすび 

学童保育アフタースクール・ロべ（ネオ）では、本年度も子どもたち一人ひとりの個性

を大切にしながら、多様性への理解を深め、お互いを認め合える環境づくりに取り組んだ。 

各種イベントや日々の活動は、「自己肯定感」「自己受容感」「他者理解力」の三つを柱とし

て企画・実施している。子どもたちが自分自身を大切にしながら、多様な価値観や考え方

を尊重できる力を育めるよう支援を行った。 

日々の生活や活動の中では、子どもたち一人ひとりの興味・関心や個性を尊重し、「やって

みたい」という気持ちを大切にした支援を心がけている。 

また、来年度は、チームで協力する楽しさを育むことを目標に、チームでの創作活動や課

外活動にも積極的に取り組みたい。今後も、子どもたちが自分らしく安心して過ごせる環

境づくりを進めるとともに、多様な体験を通して豊かな成長につながる活動を充実させ、

より魅力ある学童クラブ運営を目指す。 

 

学童保育支援事業 

登録者数：２６名 

年間利用者数：４７２４人 

場所：万博駅前ロべ、みどりの駅前ロべ 

 

キッズサポートについて 

ただお預かりするだけの学童クラブではなく、習い事プログラム（国語算数タイム、英語タイム、

習字タイム、心理学タイム）を日替わりで行っている。また各種イベントで経験値を積み上げ

「聞く力・相手の立場や心思いやれる力・思いを伝える力」を育む。 

 

２０２５年度 学童保育イベント 

 

4/4        新入生歓迎会 

5/19    風船スクイーズ作り 

5/26    墨アート 

6/20    誕生日会 

6/30     重曹インテリアアート 

7/29    CAP ワークショップ 
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7/31     国際農研見学 

      誕生日会 

8/5     短歌教室 

8/18     パルシステム食育イベント 

8/19     流しそうめん 

8/21       誕生日会    

8/22    さしま少年自然の家日帰りキャンプ   

8/28    オーラルケア様お口教室 

8/29    夏祭り 

9/26    誕生日会 

10/16    しまんとバッグ作り  

10/21      誕生日会 

10/31    ハロウィン 

11/13     茨城県自然博物館遠足 

11/26      誕生日会 

12/10    クリスマスツリー作り 

12/25     クリスマス会、誕生日会 

12/26        ロべ大掃除 

1/7        バレーボール大会 

1/30       誕生日会 

2/12,13    バレンタインお菓子 作り 

2/25        誕生日会 

3/27      誕生日会＆ホットケ ーキ作り 

3/30      6 年生お別れ会 

3/31      ディズニーシー卒業 遠足 
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（２）児童福祉法に基づく障害児通所支援 

『放課後等デイサービスセレサキッズ』                  

【ミッション】規則正しい生活と個々の強みを通じて 

生きる力を育み成長を支援する 

【 理 念 】社会性を身につけ 子ども達の未来を守る    

 

【２０２１年２月開所】 

・小学１年生～高校３年生までの「通所受給者証」を持つ、発達や成長に特性のある子ども達が

放課後（14 時～19 時）や長期休み中（8 時～19 時）、安心して過ごし成長や自立を支援している。 

・２０２３年４月より 10：00～14：00「日中一時預かり事業」を開始。 

学校と連携し、毎月報告書の提出で出席扱いとなるケースが増えている 

毎日外出する事で生活リズムを整え、遅れている学習や小さな初めての体験を積み重ね、社会性

を身に付ける。学校に行けるようになる子も多い為、利用者は少人数。 

 

 

 

●現在、小学校低学年の男の子が多く、日々賑やかに過ごしている。活発な子が多く、毎日公園

で思い切り体を動かしている。あまり運動が得意ではなかった子も、一緒になって遊ぶことで運

動能力が上がっていたり、チャレンジする強い心が芽生えている。 

ぶつかる事も多いが、自分の気持ちと相手の気持ちを伝えあい、最後には謝れたり謝れなかった

り。そんなことを繰り返していき、次第に自分たちで少しずつ解決方法が身についてきている。

日々のもめ事が大事な学びとなっている。 

●現在小学生・中学生・高校生の合計 20 名程度の登録があり、家庭環境に問題のある登録者も

多い。児童と保護者のサポートの為、積極的に相談支援事業所やスクールソーシャルワーカーと

連携し、出来る限りのサポートしている。 

●プログラム「ブレインジム」は簡単な運動を通して心と体のバランスを整え、集中力や学習、

コミュニケーションをサポートをする活動となる。 

●プログラム「ビジョントレーニング」は目で見た情報を正しくとらえ、脳で処理し、体をスム

ーズに動かす力を育てる。遊びを通して取り組んでいる。 

●プログラム「食育」では、畑活動がはじまり、毎週月曜日は自然に恵まれた立地で 

畑仕事をしたり、自然遊びを堪能している。 

来年度より、夏野菜を植えて収穫体験も出来てくるため、とても楽しみにしている。 

 

 

【2025 年間イベント】 

月 イベント内容 月利人数 

4 月 誕生会・おやつ作り 88 人 

5 月 誕生会・工作 85 人 

6 月 誕生会・スライム作り 96 人 

【プログラム】 

★無学年教材を使った学習 

★運動（ブレインジム） 

★食育（手作りおやつ） 

★心理学・脳科学 

★社会性の構築（SST） 
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7 月 誕生会・七夕・かき氷・工作・CAP 研修 

国際農研見学 

117 人 

8 月 誕生会・スイカ割り・水遊び・遠足・短歌教室 

ザリガニ釣り・パルシステム出前授業・プレイパーク・

流しそうめん・工作・猿島自然の家・ボーリング・外

食・オーラルケア・夏祭り 

 

89 人 

9 月 誕生会・おやつ作り・工作 118 人 

10 月 誕生会・学童合同ハロウィン・なす収穫体験・夢キャン

ドルナイト参加 

162 人 

11 月 誕生会・遠足（ミュージアムパーク） 137 人 

12 月 誕生会・カンボジア料理体験・クリスマス会・音楽会 158 人 

1 月 誕生会・バドミントン大会・アイロンビーズ 117 人 

2 月 誕生会・節分・バレンタイン・外国人交流 116 人 

3 月 誕生会・プラバン工作・お別れ会 160 人 

※年間延べ利用者人数 ： 1682 人

 

【むすび】 

今年度は、体を動かす事が好きな子ども達が多く、外遊びに行くことが多かった。 

室内遊びでも、跳び箱や鉄棒や卓球など技を磨いていた。全体的に活発で運動能力もあがってい

る事から、次年度もそれを生かせる環境作りをしていく。 

コミュニケーション面ではサポートをしながら、自分の気持ちを伝える練習を続けていく。また、

ひとりひとりの課題に取り組みつつ、たくさんの初めての体験を増やし、楽しみながら経験値を

上げられるよう支援していく。 

 

 

 

（３）児童生徒の学習支援事業 

Robe つくば学習会とは、経済的な理由によって学習塾参加の機会確保が難しい子供への学

習支援無料塾である。これまで学習の機会を十分に確保できなかった、小学生から高校生ま

での児童・生徒に学習支援を行っている。令和 7 年度におけるつくば学習会の取り組みを下

記にまとめる。 

１．Robe つくば学習会の理念と目標について 

Robe つくば学習会は、Robe の理念「愛・調和・感謝」の精神に基づき、下記の目標に取り 

組んでいる。 
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１） 低所得世帯の児童・生徒へ、学習の機会を提供し、学力の遅れの挽回、成績向上。 

２） 学習会での勉強や体験のなかでの自己肯定感をはじめとする非認知能力の向上。 

３） 食、社会の支援情報、体験機会・相談機会などさまざまな方面からの包括的支援。 

４） １～３について、児童・生徒、家庭ごとに必要なサポートの見極めとその提供。 

５） １～４を通じ、学習機会損失や支援不足に基づく貧困の連鎖を食い止める。 

２．実施回数と参加人数について 

低所得世帯の子供たち（主に小中高生）に対する無料学習支援事業を行った。 

つくば市との協働事業であるつくば市青い羽根学習会として竹園教室・谷田部教室を運営し 

た。 

また、自主事業として万博教室を運営した。実施回数や参加延べ人数等は以下の通りで、多 

少の増減はあるものの、概ね前年度と同規模で実施した。 

 

 
竹園教室 

(毎週月曜) 

谷田部教室 

(毎週火曜、木

曜) 

万博教室 

(毎週土曜) 
合計 

実施回数 44 回 88 回 48 回 180 回 

イベント 

実施回数 ４回 2 回 ０回 ６回 

登録生徒人数 29 人 44 人 11 人 74 人 

参加生徒 

延べ人数 798 人 1634 人 149 人 2,581 人 

登録コーチ人数 36 人 28 人 10 人 74 人 

 

3．つくば市協働事業の学習支援について 

下記の通り、つくば市子ども未来課と連携をとり学習支援を行った。 

また、現場で起きたことや生徒について、担当課はじめ、家庭相談員、スクールソーシャルワ 

ーカー、家庭相談員、未来支援員、他の NPO 団体といった各専門機関に協力を要請し、その都 

度問題の解決を図った。 

A：竹園教室 

運営形態 

つくば市子ども未来課との協働事業。 

「つくばこども青い羽根学習会」の枠組みでの運営。 

 

小学生クラス 中高生クラス 

学習時間 

毎週月曜日 

18:30～19:30 授業前半 

19:30～20:00 子ども食堂 

20:00～20:50 授業後半 
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指導スタイル 

コーチ 1 人で、 

児童を 1 人～3 人 

見る個別指導方式 

コーチ 1 人で、 

生徒を 1 人～３人 

見る個別指導方式 

１回あたりの生徒の参加人数 5～７名 １０～１５名 

１回あたりのコーチの参加人

数 
5～7 名ほど ５～10 名ほど 

利用教材 

【のびのびジャンプ】 

無学年式の教材で 

生徒の理解レベルに合わせた 

学習を行った。 

教科は国語と算数。 

【生徒持参教材】 

主に学校のワークブックや、 

学校で出されたプリントな

ど。 

【コーチ用意教材】 

必要と思われた生徒に対して

は、コーチや ROBE で用意した

教材にて学習を行った。 

学習の様子や成果 

子どものなかには活発な子ど

もから内気な児童まで様々な

個性がみられるが、お互い仲

が良く、休憩中等みんなで話

しながら楽しい雰囲気の中で

過ごしている。学習中もメリ

ハリをつけながらやれてい

る。コーチは主に高校生が担

当しており、世代の近い話し

相手、よき相談相手としての

親身な対応を心がけている。 

学習会への取り組みは良好。

全体的な雰囲気として静かに

集中して取り組んでいる部分

もあるが世代の近いコーチも

増えたことで、子ども達も話

しやすく楽しげな雰囲気にな

っている。受験生に関しても

コーチの手厚いサポートを受

けながら希望する進路選択が

できた。 

B：谷田部教室 

運営形態 

つくば市子ども未来課との協働事業。 

「つくばこども青い羽根学習会」の枠組みでの運営。 

 

小学生クラス 中高生クラス 

学習時間 

毎週火曜日、木曜日 

18:30～19:30 授業前半 

19:30～20:00 子ども食堂 

20:00～20:50 授業後半 

指導スタイル 

コーチ 1 人で、 

児童を 1 人～4 人 

見る個別指導方式 

コーチ 1 人で、 

生徒を 1 人～３人 

見る個別指導方式 

１回あたりの生徒の参加人数 7～15 名 5～15 名 

１回あたりのコーチの参加人

数 
３～５名ほど 3～5 名ほど 
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竹園教室の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

谷田部教室の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体として 

 

両教室とも多くのボランティアコーチのサポートをいただきながら、生徒それぞれに合った学 

習支援を探って行くことができた。また学習面だけでなく、生徒や保護者にとっての相談でき 

る場としての環境づくりを行っていくことができた。 

利用教材 

【のびのびジャンプ】 

無学年式の教材で 

生徒の理解レベルに合わせた 

学習を行った。 

教科は国語と算数。 

【生徒持参教材】 

主に学校のワークブックや、 

学校で出されたプリントな

ど。 

【コーチ用意教材】 

必要と思われた生徒に対して

は、コーチや ROBE で用意した

教材にて学習を行った。 

学習の様子や成果 

全体的に賑やかな雰囲気での

学習会となっていた。 

児童のなかには学習に集中で

きずに周囲の勉強の妨げにな

ってしまう児童もいた。こう

した児童には別室にてボード

ゲームや将棋、認知トレーニ

ングといった頭を使うツール

を提供するなど、学習に取り

組めるきっかけ作りをおこな

った。 

コーチの皆さんとも話し合

い、様々な取り組みを行った

結果、集中して学習する時間

も増えていったように思う。 

学習会での学習のほか、面談

等を行い学習の方針を立て

て、自宅でもモチベーション

をキープして学習できるよう

にした。 

学習会の中ではより学習に集

中できるように全体とは別の

部屋を用意して環境を整え

た。 

受験生に対しては、本人の希

望進路を尊重しつつも有益な

情報を親子に提示し、モチベ

ーションを上げつつ進路を導

いた。 
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また、地域の皆さまのご寄付や食事作りと多くの方のご協力で学習会に参加する子ども達が笑 

顔で元気に過ごすことが出来ているのだと実感している。 

令和 8 年度からは、Robe の経営理念「愛」「調和」「感謝」をもとに、学びを通じて成長の機会 

を提供し、未来の選択肢を広げるというミッションを掲げ子ども達や学習会に関わる全ての方 

と共に進んでいきたい。 

本当に皆さまありがとうございます！今後も宜しくお願い致します！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C：万博教室（小中高合同） 

運営形態 

NPO 法人居場所サポートクラブロべにて独自に無料塾を実施。 

時間帯や場所の都合で竹園教室・谷田部教室に来られない子ど

も 

たちが主な対象であった。 

学習時間 

毎週土曜日 

10:00～12：00  場所 

万博記念公園駅前 

X-STAGE 006,005,003 

指導スタイル 

コーチ数人で児童・生徒を 5 名ほどに対応。 

担当する児童・生徒を決め、学習を支援。 

コーチ 1 人で１～2 名の児童・生徒を見た。 

ほぼマンツーマン指導を実現。 

１回あたりの生徒の参加人数 1 回あたり 4 名から 6 名ほど 
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ロボット教室・こどもプログラミング教室 

 

子どもたち一人ひとりの「できた！」を 未来につなぐ教室づくり 

ヒューマンアカデミーの教材・カリキュラムを活用し、 

子どもたち一人ひとりに寄り添ったロボット・プログラミング教室を運営している。 

ScratchやMinecraftを活用したプログラミング学習から、 

Python・JavaScriptなど本格的なプログラミング言語まで、 

年齢や理解度に応じた段階的な学習を実施している。 

ロボット教室では、ロボット制作やプログラミング制御を通じて、 

論理的思考力や創造力が身につくよう 

子どもたちの「考える力」「創造力」「やり抜く力」を育んでいる。 

一人ひとりの個性やペースに寄り添いながら、 

安心して学び、挑戦できる環境づくりを大切にしている。 

 

今年度、年間を通じて在籍数が非常に安定しており、 多くの子どもたちが自発的に楽しく通い

続けてくれました。 また、2026 年 3 月には待望の「阿見教室」を開校。 地域の皆さまに支えら

れながら、 より多くの「できた！」の笑顔に出会える場が広がっています。 

 

教室で学んだプログラミングスキルを活かし、 外部のプログラミング大会 「Tech Kids Grand 

Prix 2025」に 個人で応募し、茨城県 TOP10 に入賞した。 自らアイデアを考え、試行を重ねて 

作品を完成させた姿は、大きな成長に繋がった。 

 

 

 

保護者・生徒の声 

プログラミング激戦区での大会入賞は 

先生方がいつも丁寧に 

教えて下さっているおかげだと思っています。 

 

１回あたりのコーチの参加人

数 

1 回あたり 3～5 名ほど 

（都内から毎回参加してくれているコーチも含む） 

利用教材 

【のびのびジャンプ】 

無学年式の教材で 

児童・生徒の理解レベル

に 

合わせた学習を行った。 

教科は国語と算数。 

【生徒持参教材】 

主に学校のワークブックや、 

学校で出されたプリントなど。 

【コーチ用意教材】 

必要と思われた生徒に対しては、

コーチや ROBE で用意した教材にて

学習を行った。 

学習の様子や成果 

子どもの数も少なく、来る児童・生徒とコーチもほとんど決ま

っているので、比較的毎回同じマッチングが可能になり、お互

いの信頼関係を築きやすくなった。 

少人数という環境を活かし、勉強で分からない所を質問しやす

くなるほか、信頼関係があることで勉強で分からない事を質問

しやすく、学校などの悩みも相談しやすく、和気藹々とした雰

囲気で仲良く学習することが出来た。 
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自信に繋がった！ 

また大会があったら 

挑戦してみたい！ 

 

友達が挑戦している姿をみて 

僕も挑戦してみたい！ 

大会があったら教えて欲しい！ 

 

年 3 月には、阿見教室を開校し、 新たな地域での学びの場づくりをスタートしました。 今後も

子どもたち一人ひとりに寄り添いながら、 安心して挑戦できる環境をつくり、 地域に根ざした

教室運営を続けてまいります 

 

 

つくばこどもの青い羽根居場所づくり事業 

『つくばこどもの青い羽根のいえ』                  

【ミッション】安心できる関係性の中で成長し、自分らしく生きられる土台をつくる。 

  

【2025 年 7 月開所】 

・つくば市子ども未来課からの委託事業。 

「つくばこどもの青い羽根居場所づくり事業（青い羽根のいえ）」の枠組みで今年度より事業開

始。 

生活習慣の乱れや社会性の不足などの課題を抱えた子供に対して、居場所を提供することにより、

生活習慣の改善や孤立の防止等を通じて将来の自立へとつながる支援行う。 

子供達には、生活の場の中で様々な体験、経験の機会を提供し、成長を促す。 

 

 

●登録児童２名での運営となる。 

●平日は学校後から夕食まで、休日は午前中から夕方までの預かり。それぞれ１日に１度は活動

内で食事を摂る日課となる。それぞれ日課をある程度定め、ベースとなる生活リズムを体験し、

最終的にはそれらを元とした自主的な生活リズムの構築を目指した。 

バランスの取れた食事を摂ることにより、偏食の軽減、食後の歯磨きを促すことにより歯磨きの

習慣づけにも繋がった。 

掃除も児童らで取り組み、掃除の仕方から学んだ。 

●学習：無学年教材を使った学習。 

学校への出席日数の低さなどの要因から学習への遅れが懸念されたが、学年を問わず、児童らに

合わせた教材を使用し、児童らのペースで学習を進めることにより、着実に学力を伸ばすことが

できた。また、無理のないレベルに取り組み、「できた！」という経験を積み重ねることによっ

て、本人たちの学習へのモチベーション向上にもつながった。 

●スポーツへの取り組み：マラソン、ディスクゴルフ、バドミントン他 

 活動の中では様々なスポーツに取り組んだ。マラソンでは、マラソン大会出場という目標を掲

げそれに向かって日々努力を積み重ね、努力の先にある達成感の経験を提供した。マラソンが大

嫌いであった児童も最後まで走り切り、子供達にとって貴重な経験となった。 

バドミントンは他事業部とも合同でバドミントン大会を開催。他事業部との交流の機会を設ける

ほか、大会の準備や進行にも取り組んだ。 

●イベント：お泊り会の複数開催 
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 １ヵ月～２ヵ月に１回のペースでお泊り会を開催。児童らとの信頼関係の構築、宿泊を伴うこ

とによる生活体験、さらには保護者の休息の時間も目的として開催した。 

早寝・早起きの生活習慣、１泊２日生活を共にすることで職員との信頼関係を得ることができた。

また、お泊り会に合わせてスキー体験を複数回することにより、子供達の体験が充実したほか、

初めてのことに挑戦する経験の機会を与えることができた。 

●WISC 検査の実施 

顧問公認心理士により、WISC 検査を実施した。子供達の得意、不得意のバランスを数値化するこ

とで適切な支援に向けた指針を得ることができた。また、職員だけでなく保護者に対しても検査

結果のフィードバックを実施いただくことにより、家庭内での困りごとのヒヤリング並びに子育

てのヒントを保護者へも提供することができ、家庭全体の支援にも繋がった。 

●保護者への支援 

市からの委託事業のため、つくば市の未来支援員やスクールソーシャルワーカーと適宜連携し、

児童並びに家庭へ広範囲のサポートを目指す。 

送迎時の保護者との対話により信頼関係を構築し、継続的かつ適切な支援を目指している。 

 

【2025 年間イベント】 

月 イベント内容 月利人数 

4 月 つくばこどもの青い羽根居場所づくり事業業務委託

に関する公募型プロポーザル参加 

- 

5 月 つくば市の審査により選定される - 

６月 事業開始準備 - 

7 月 事業開始・児童利用開始 2 人 

8 月 博物館遠足、プール、祭りつくばへ参加、ディスク

ゴルフ（遠足） 

 

16 人 

9 月 遠足 18 人 

10 月 お泊り会 23 人 

11 月 遠足（ミュージカル鑑賞）・誕生日 21 人 

12 月 お泊り会（外泊） 20 人 

1 月 誕生会・バドミントン大会、お泊り会（スキー） 21 人 

2 月 お泊り会（スキー）、いちご狩り、マラソン大会出

場 

21 人 

3 月 お泊り会（スキー）、ディスクゴルフ体験 17 人 

※年間延べ利用者人数 ： 159 人 

 

 

    

 

【むすび】 

今年度より事業が開始され、子供達へ学習や食事、新たな体験の機会を提供し、自分らしく「自

立」するための成長を支援した。 

不登校がちであり、外出の機会が少ない子供達であったが、本事業の利用により、外出の楽しさ、

外遊びやボードゲームなどスマホ・ゲーム以外の遊びの楽しさを知る事ができた。 

自分に自信のない子供達であったが、許容の声掛けや、食への挑戦、学習への挑戦、スポーツへ

の挑戦、どれも子供達に寄り添いスモールステップでの支援を行うことにより、子供達に「でき
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た！」という経験を多く提供することができ、自己肯定感の向上に繋がった。今後も、子供達が

成功体験、成長体験を積む機会を提供し、将来の「自立」につながる力を育んでいきたい。 

活動中、いずれの時間でもこども達との対話を大切にし、内発的動機付けをすること、違う意見

も許容することを目指した。それにより、大人に対してもの信頼関係も築くことにも繋がった。 

来年度は、引き続き大人との「安心できる関係性」を深めていくことはもちろんのこと、利用者

の増加によって子供同士での「安心できる関係性」の構築を支援するとともに、人との関わりを

増やし、子供達の社交性や外部との関わり方も支援し、さらなる成長を促す居場所づくりをして

いく。 

 

         

（５）第 3 の居場所(フリースクール)の企画運営事業 

ROBE 学園・こども食堂みんなのカフェ・ロベ 2025 年次報告書 

イベント 

4/25 博物館遠足 

5/2 子どもの日お祝いメニュー 

5/10 エコフォーラム エコバッグ販売   

5/14MORIUMIAS カツオのたたき 

6/12MORIUMIAS サーモン 

7/1 七夕 

7/18MORIUMIAS たこ 

8/4 流しそうめん＆スイカ割り 

8/8MORIUMIAS あわび・つぶ貝 

8/20 クリーン大作戦～洗車～ 

8/22 学童・セレサキッズ・ROBE 学園合同日帰りキャンプ 

8/25 かき氷 

8/29 ロベ夏祭り参加 

9/5JACKS もぐもぐプロジェクト第１回寄贈 

9/12MORIUMIAS アナゴ 

10/17MORIUMIAS マグロ 

10/31 ハロウィン  

11/14MORIUMIAS ホタテ 

12/5WorldFut カンボジア料理教室 

12/12MORIUMIAS アイナメ 

12/24 クリスマス会 

1/5 お正月おせちメニュー  

1/16MORIUMIAS 塩引き銀鮭・恵方巻 

2/3 節分 豆まき 恵方巻づくり 

2/13MORIUMIAS 味噌作り 

2/27 シンガポールロータリークラブ交流会 

3/2 ひな祭り  

3/13MORIUMIAS 豪華海鮮丼 

WISK 検査実施(対象児：小学 5 年生) 

  

「ROBE 学園」は、日本財団の助成事業が終了し、2025 年 4 月からフリースクールとして新たな

歩みを開始した。不登校や発達特性など、さまざまな背景を持つ子どもたちが安心して過ごせる
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居場所として活動している。学習支援だけでなく、日常生活の体験を通して「生きる力」を育む

ことを大切にしている。 

活動の中では、掃除や配膳、食後の片付けなどを子どもたち自身が行っている。食事の準備や後

片付けを通して、自分で考えて行動する力や、人と協力する力、生活に必要な基本的習慣を身に

つけている。 

また、年齢や特性の違いを越えて関わる環境の中で、コミュニケーション力や自己肯定感を育み、

一人ひとりが自分のペースで社会とのつながりを取り戻せる場となっている。 

 

運営日時 月・水・金 (祝日休み) 11 時～17 時・17 時半～19 時 

事業内容 フリースクール 11 時～17 時 

子ども食堂 17 時半～19 時 子ども 200 円大人 500 円 

学習塾  

レギュラー登録人数/のべ利用人

数 

６名/438 名 

日別利用人数 

開 所

日 

人数 開 所

日 

人数 開 所

日 

人数 開 所

日 

人数 開 所

日 

人数 開 所

日 

人数 

4/1 2 5/2 9 6/2 5 7/1 5 8/1 2 9/1 6 

4/4 3 5/7 3 6/4 2 7/3 2 8/4 3 9/3 4 

4/7 5 5/9 5 6/6 4 7/4 2 8/6 1 9/5 4 

4/9 5 5/12 8 6/9 6 7/8 4 8/8 3 9/8 5 

4/11 7 5/14 4 6/11 5 7/10 3 8/18 6 9/10 1 

4/14 6 5/16 5 6/13 4 7/11 3 8/20 2 9/12 5 

4/16 3 5/19 7 6/16 7 7/15 5 8/22 3 9/17 2 

4/18 4 5/21 4 6/18 1 7/17 4 8/25 6 9/19 6 

4/21 7 5/23 5 6/20 4 7/18 3 8/27 1 9/22 3 

4/23 5 5/26 5 6/23 6 7/22 4 8/29 2 9/24 2 

4/25 4 5/28 1 6/25 1 7/24 2   9/26 5 

4/28 10 5/30 4 6/27 5 7/25 1   9/29 4 

4/30 3   6/30 5 7/29 3     

      7/31 4     

 

開 所

日 

人数 開 所

日 

人数 開 所

日 

人数 開 所

日 

人数 開 所

日 

人数 開 所

日 

人数 

10/1 3 11/5 2 12/1 3 1/5 2 2/2 1 3/2 2 

10/3 2 11/7 4 12/3 2 1/9 2 2/6 2 3/6 1 

10/6 3 11/10 3 12/5 1 1/14 1 2/9 1 3/9 2 

10/8 5 11/12 2 12/8 2 1/16 2 2/13 3 3/13 3 

10/10 5 11/14 2 12/10 1 1/19 2 2/16 3 3/16 3 

10/15 4 11/17 5 12/12 2 1/21 1 2/18 2 3/23 1 

10/17 5 11/21 2 12/15 3 1/26 3 2/20 1 3/25 1 

10/20 6 11/28 2 12/17 2   2/25 2 3/27 1 

10/22 4   12/19 3   2/27 1 3/30 4 

10/24 5   12/22 5       

10/27 5   12/24 2       

10/29 2           

10/31 9           

 

ROBE 学園では、ゲームを一律に禁止していない。理事長自身もゲームには、リラックスやストレ
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ス解消、気持ちを切り替えて無になれる時間としての側面があると考えており、学習や活動にし

っかり取り組んだ後は、子どもたちが自由にゲームを楽しめる環境としている。 

また、ゲームは単なる遊びではなく、子どもたち同士の交流のきっかけにもなっている。共通の

話題を通して自然なコミュニケーションが生まれ、人との関わりに不安を抱える子どもたちにと

っては、安心してつながるための手段や心の拠り所の一つとなっている。 

       
ROBE 学園の利用については、スクールソーシャルワーカー（SSW）からの紹介を通じてつながる

ケースも多く、学校や関係機関と連携しながら支援を行っている。また、送迎支援を実施してい

ることで、保護者の負担軽減や継続利用にもつながっている。 

顧問公認心理師による WISC 検査を実施し、一人ひとりの認知特性や得意・不得意を把

握することで、個々の強みを生かした支援や課題に応じた支援計画の充実につながって

いる。 

さらに、自主事業として取り組んでいる子ども食堂は、フリースクール利用者からも支持を受け

ており、子どもだけでなく親子で利用するケースもある。食事を通して自然な交流が生まれ、安

心して過ごせる居場所の一つとなっている。 

     

ハロウィンおよびクリスマスの季節行事では、子どもたちが季節の文化に触れながら楽しめる企

画を実施した。 

ハロウィンでは、近隣の協力を得てお菓子をもらいに回る交流活動を行い、仮装をしながら「ト

リックオアトリート」と声をかけ、一軒一軒を訪ねる中で多くのお菓子を受け取った。子どもた

ちにとっては、季節のイベントを体験しながら、地域とのつながりを感じられる機会となり、笑

顔あふれる時間となった。 

クリスマスでは、ボランティア団体 SDG の協力によりゴスペルの披露が行われた。知っている楽

曲も含まれた生の歌声を間近で聴く機会となり、力強い歌声と温かい雰囲気に包まれながら、子

どもたちは音楽の魅力を体感した。 

また、日常の中でも季節に応じた食事提供を行い、お正月、節分、ひな祭り、子どもの日など、

日本の年中行事に合わせた食文化に触れる機会を設けている。行事にちなんだ食事を通して、季

節の移り変わりや日本の伝統文化を感じる時間となっている。 

いずれの取り組みも、季節ならではの体験を通して子どもたちの楽しみや学びにつながり、心に

残る貴重な時間となっている。 

    

毎月実施された MORIUMIUS の企画を通して、子どもたちは多くの海の食材に触れる機会を得た。
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サーモン、マグロ、ホタテ、アナゴなど、普段から目にする食材であっても、自分の手で捌いた

り、直接触れたりする体験は貴重なものとなった。 

当初は消極的だった子どもたちも、回数を重ねるごとに「やってみたい」「自分でやりたい」と

いう気持ちが強くなり、挑戦する姿勢が見られるようになったことが印象的だった。また、初め

て口にする食材にも挑戦する中で、食べられるものが増えるなど、食育につながる機会にもなっ

た。 

 

    

    

 

【今後の課題】 

今後の課題として、ROBE 学園の活動や支援内容を必要としている子どもや保護者へ、より広く情

報を届けていく必要がある。不登校や発達特性、家庭環境などに悩みを抱えながらも、「どこに

相談してよいかわからない」「フリースクールの存在を知らなかった」という家庭も少なくない。

学校やスクールソーシャルワーカー（SSW）、関係機関との連携をさらに深めながら、必要な支援

へつながれる体制づくりが求められている。 

また、子どもたちが安心して通い続けられる環境を維持するためには、送迎支援や居場所支援、

体験活動などを継続的に実施できる運営基盤の強化も重要となる。ROBE 学園では、学習だけでな

く、生活体験や食育、人との関わりを通して「生きる力」を育むことを大切にしているため、子

どもたちの経験につながる活動を安定して継続できる環境整備が必要である。 

さらに、利用する子どもたちの背景や課題は一人ひとり異なり、支援の形にも柔軟さが求められ

ている。安心して過ごせる居場所としてだけでなく、自信の回復や再登校、社会とのつながりへ

とつなげていくためには、子どもたちの小さな変化や成長を丁寧に受け止めながら関わり続ける

ことが重要である。 

ROBE 学園を通して学校へ通えるようになった子どもも増えており、安心できる環境や日々の積み

重ねが、子どもたち自身の前向きな変化につながっている。今後も、一人ひとりのペースを尊重

しながら、より多くの子どもたちや保護者に必要な支援を届けられるよう取り組んでいく。 

【むすび】 

ROBE 学園は、子どもたちが安心して過ごせる居場所であると同時に、自分らしく成長し、次の一

歩へ進む力を育む場となっている。学習だけではなく、日常生活の経験や人との関わり、多様な

体験活動を通して、一人ひとりが自信や挑戦する気持ちを育んできた。 

これまで活動を継続することができたのは、子どもたちや保護者をはじめ、関係機関、支援者、

ボランティアの皆様の理解と協力があったからこそである。多くの方々とのつながりに支えられ

ながら、子どもたちに安心できる居場所を届けることができたことに深く感謝している。 

今後も、一人でも多くの子どもたちが自分らしく過ごし、社会とのつながりを取り戻せるよう、
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安心して挑戦できる環境づくりに取り組んでいく。 

 

 

 

【２０２５年度 居場所ホームセレサ 活動報告】 

 

2020 年度 10 月より始動した居場所ホームセレサも６年目を迎え、A 棟本入所５名 B 棟本入所２

名 C 棟本入居２名での２５年度をスタートさせた。 

A 棟の状況：  

昨年より受け入れた母親からの DV から避難してきた２０歳女性は落ち着いた生活を取り戻し一

人暮らしにより近いアパートタイプのグループホームに移動。。両親からの DV を訴える１９歳女

性も生活が安定してきたので週１回から就労を開始。同じく両親からの DV 被害の２２歳女性も

就労を開始した。 

B 棟の状況： 

同性に対する攻撃性から A 棟での生活ができない２４歳女性も引き続き B 棟にて生活。もう一人

の２４歳男性は１月友人宅に遊びに行ったまま帰宅せずそのまま２か月経過したので強制退去。 

C 棟の状況： 

引き続き男性２名にて生活。２人ともロベの送迎係をメインに就労。  

A 棟４名 B 棟１名 C 棟２名で現在に至る。 

日中活動は各就労施設での作業を休まず通う事、ホームでは、食事の後片付け自室の掃除洗濯等

自立に必要な事を学んで一人暮らしを目指しています。 

６月外食  各月誕生日パーティー 

ホームの庭では家庭菜園もしており夏はキュウリ、ナス、トマト、冬はほうれん草、大根を栽培

収穫して食卓に彩りを添えた。 

見学希望の対応も随時行った。 

 

 


